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九州大学に続いて寄贈された海外産の 

白亜紀アンモナイト模型

松 本 達 郎・

Plastotypes of Cretaceous Ammonites from Abroad 
donated subsequently to Kyushu University

Tatsuro Matsumoto

Abstract

By courtesy of Drs. W. J. Kennedy, J. Sornay and H. C. Klinger, I have 
received the plastotypes of (1)Mammites nodosoides (von Schlotheim), (2) Hourcquia 
mirabilis Collignon, (3) Barroisiceras (Baseoceras') colcanapi (Collignon), (4) Lehmani- 
ceras somayi Collignon, (5) Plesiotexanites matsumotoi Klinger et Kennedy and (6) 
Submortonicerasn woodsi (Spath), among others. They are donated to Kyushu Univer­
sity. Some comments are given on the above specimens or species, especially in 
connexion with the specimens from Japan. In my opinion, Lehmaniceras Collignon, 
1966 should fall in the synonym of Texasia Reeside, 1931, because of the close similarity 
between the type species.

序 营 記載と験評

海外から寄贈された白亜紀化石標本（模型も含む） 
は,研究上よい参考になるので,今まで4回にわたり 
その目録を示すとともに,論評がある場合は,表の中 
に短かく添記して来た（松本，1961, 1969, 1978, 
1981）.その後さらにオックスフォード大学博物館の 
W.J. Kennedy,パリーの自然史博物館のJ. Sor­
nay, 南アフリカ博物館のH. C. Klingerの3博士 
から,私はいくつかの標本（模型および実物）をいた 
だいた.今回はこれを羅列して表示して記録する従来 
の形式によらないで,その中でとくに注目すべきもの 

（いずれも模式標本の模型）6点を選んで示し,それ 
ぞれについて，特に注意すべき点,日本産のものとの 
関連,その他の観察と論評を短文で記すこととする. 
これはわが国あるいは近隣諸国における将来の研究発 
展に資するであろうとの念願による.この標本は九州 
大学に寄贈するので,永く研究資料として役立ててい 
ただきたい.
上記3博士の好意に深く感謝し，またこの報文作成 

に力を貸して下さった方々にもお礼を申し上げる.

1981年6月23日受理
・九州大学名誉教授

1. Mammites nodosoides （von Schlotheim）.

GK. H9618〔ベルリン博物館No. C556の模型〕•
本種は上部白亜系チュー ロニアン階下部に世界各地 

から産する重要な示準化石である.しかも,本種は 
von Schlotheimの手記に基づき,von Buchカぐ設 
立したので,古くから知られている.そのような有名 
種によくあることは,模式標本が明確でなく,種の定 
義も古いままである.原産はボヘミアで,SchlOter 
（1872）は西独のも記載しているが,結局再定義と系統 
については英国のKennedyが目下出版準備中であ 
る.同博士の好意により,本人が後模式標本（lecto­
type） に指定する予定の標本の模型を,私はいただい 
た.ここにそのスケッチを図示する（第1図）.
重要な点は（1）外の螺環が内のを3分の1以上被っ 

ており,へそも案外,広くない（UはDの約26%）; 
（2）最終の縫合線はD =160mmの位置にあり,住房は 
少なくとも半巻きある（但し最終部は欠損）；（3）螺環 
断面は準長方形で,気房部でB/H=0.8,住房で太く 
なり肋間部で約0.9ある.（4）肋の分布は疎らで,気 
房部では余り強くなく,へその周りに（縁より少し雕 

れて）肋方向に延びた膨らみ,外側の両肩に2個宛成
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第1図 Mammites nodosoides （Schlotheim）.
GK. H9618〔Plastercast of Berlin Museum 
No. C556〕のスケッチ.基底のスケールは50mm.
上図は右側面;矢印は最終縫合線の位置・下図は 
QiとQzにおける横断面図・左上の小屈曲物は殼 
に付着したセルプラ（？）の類・

長方向にやや延びた突起（内側の突起が外側のよりや 
や強い）がある•（5）気房最終部あたりから肋がやや 
太くなり肩の突起の内側のものが強くなり,住房では 
肋はきわめて太く,その上でへその周りの突起は乳房 
状に膨らみ,肩の突起は角状に突出する.外面中央帯 
は平垣か軽い凹形である.（6）縫合線はLaube & 
Bruder （1887, p. 230）の図示に酷似し,Lは中く 
らいの幅で深さの方がやや大きい.
北米内陸地域の本種をCobban & Scott （1972） 

は M. nodosoides wingi Morrow という地理的亜 
種として分けたのは正しいようである.それは肋の数 
が多く,縫合線のLが幅広いことが特徴とされている.
日本産の Mammites costatus Matsumoto et 

Kawashita は,Matsumoto et al.（1978, p. 5） 

に明記のとおり,確かに別種である.肋の数が多く, 

かつ住房にいたるまで肋が強くて乳房状または角状の 
突起の発達が悪い.
所が日本にもM. costatusよりはむしろM. nodo- 

sotdesに近いと思われるものが稀に産する.その1と 
は三笠市立博物館の村本喜久雄氏を通じて見せていた 
だいた,美唄市及川弘氏の北海道小平地域中記念別川

第 2 図 Mammites aff. nodosoides （Schlo­
theim）.

北海道小平地方産の標本（及川コレクション）の 
スケッチ.基底のスケールは50nlln.上図左側面; 
矢印は最終縫合線の位置.下右図は螺環前面（右 
側面は二次的に圧縮されているので,破線で復元 
を示す）.下左図は上図のsにおける縫合線（バ 
一は10mm）.
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からのコレクションで,第2図にそのスケッチを添え 
る.もう1つ国立科学博物館小畠郁生博士を通じて見 
せていただいた三笠市越坂正直氏の北海道大夕張地域 
滝の沢からのコレクションも,やや小型だがこれに似 
る.ともにルf. nodosoidesの後模式標本に比べ, 
螺環の被い方が少なく,へそがやや広い(小平のでU 
はDの33%),螺環の幅は挟く見えるが,二次的の圧 
縮によるらしい.肋の数はやや多い.日本産のをM・ 
nodosoidesの同一種内の変異とすべきか,別亜種と 
すべきかはまだ断定できないが,当面Mammites aff. 
nodosoidesと呼べるものが日本にも産することは注 
目すべきである.採集者の努力に敬意を表するが産出 
層位は未詳である.但し中記念別川にも滝の沢にもチ 
ユーロニアン下部の地層がかなりよく露出する(棚部 
ら,1977; Hirano et al.,1977).

2. Hourcquia mirabilis Collignon

GK. H9619〔パリーの自然史博物館所蔵の原標本の 
模型〕•
本種はHourcquia Collignon, 1965の模式種で 

あり,この模型の原標本は,本種の完模式標本(holo­
type) であって,Collignon (1965a, p.77, pl.411, 
fig.1703)により図示・記載された.同博物館のJ. 
SORNAY博士の好意により,この模型を私はいただい 
たが,これも九州大学に寄贈する.なお模型には先年 
偉大な業績を残されて他界されたCollignon先生の 
筆蹟によるラベルも添えられていたので,これも記念 
として標本とともに保管していただきたい.
原標本はマダガスカルのAntsakoazatoにおける 

Gisement150という層位の産出で,示帯化石のCoJ 
lopoceras requieni (d'Orbigny)に伴うことからチ 
ユー ロニアン階上部とされている.
特徴はCollignonが明記しているのでここに繰り 

返さないが,その図版はあまり良くなかったので,模 
型が日本にあることは幸である.

Hourcquiaは特異な形態のアンモナイトであるが, 
マダガスカルには模式種のほかにH. ingens Col­
lignon が同じくチューロニアン上部から産している. 
地理的には遠いが,北西太平洋地域では,H. pacifica 
Matsumoto (1970), H. hataii Hashimoto (1973) 

の2種がサハリン・北海道の上部白亜系から報告され 
ている.このほかその後の採集品中にも2・3点ある 
のを関係者の好意で知った.その1つは川下由太郎氏 
が小平川本流(川上よりも上流の地点)で採集した 
H. aff. ingensと一応呼べるもので,他の機会に記 

載したい.他は三笠市立博物館の村本喜久雄氏を通じ 
て見せていただいた高橋道治氏が羽幌川支流の中二股 
川の転石で採集した標本で，これはH. mirabilisに 
同定できる.これはD = 125nmで,しかも住房の大部 
分がこれより先にあったのがはずれていることからみ 
るとかなり大きい.マダガスカルの模式標本では,最 
終部約4分の1巻きがいくらか侵食をうけており,そ 
の中程(D = 105nnn)に最終の縫合線があるから,住 
房が保存されていたなら，やはりかなり大きかったで 
あろう.羽幌の標本もくわしく記載するのに値すると 
思う.

ただ日本でのHourcquiaの産出層位はまだ必ずし 
も明確でなく,Hashimoto (1973)が論じたように, 
少なくも一部の種はコニアシアンの可能性が強いので, 
今後の探求が必要である.

3. Barroisiceras {Basseoceras) colcanapi (Col­
lignon).

GK. H9620〔パリーの自然史博物館J. Sornay 

博士の好意による原標本の模型〕.
本種は Basseoceras Collignon, 1965 の模式種 

で,その模式種の完模式標本(Collignon, 1965b, 
p.74, pl.447, fig.1826)の模型がこれである.原図 
版があまりょくないのに対し,この模型は美しい出来 
栄えで,非常に参考になる.
特徴はCollignonが明記しているから詳細は省く 

が,D =111mmの標本の最終3分の2巻きが住房で, 
H = 34mn!に最終縫合線の頭がある.住房では肋もいぼ 
も弱化し,へその周りのきわめて弱い肋状高まりと, 
やや前方に向けて走るごく弱い細肋が認められるだけ 
で,側面は平坦で殆んど平滑,外面もキールが低平化 
し痕跡状になり,その部分で上記の細肋が鈍角の山形 
(chevron)を示す.これに対し,気房部には,へその 
まわりの強い突起,それより派生(分岐または揷入) 
する肋,外側の肩における突起,外面中央の縦長くな 
らんだ,肋ごとに対応する突起が明確であり,螺環も 
太い.
住房部まではBarroisieras (s.s.)属の性状をその 

まま示し,住房で急に性状が変化しているから,Bas­
seoceras はBarroisicerasの亜属に扱う方が適切で 
ある(Matsumoto, 1969, p. 300).これはちょうど 
Forresteria s. s,に対応して,住房の平滑な 尸・ 
(”〃權耀〇切の があるのとよく似る.この2亜属のほ 
かYabeicerasも住房が平滑化している.Barroisicera- 

tinae亜科においてこの種の現象があることの意味は 
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今後究明すべきである・
原標本はマダガスカルのSatriaのGisement 631 

の属位 に産出 し,Prionocycloceras guyabanum- 
Gauthiericeras margae帯で,コニアシアン上部と 
されている.

わが国からは,Barroisiceras (Basseoceras) inor- 
natum Matsumoto, 1969 (p. 303, pl.39, fig.1; 
text-figs. 3-4)が報ぜられているが,それはInocera- 
mus uwajimensis帯(コニアシアンの下部〜中部) 
からである.B. (B.) colcanapiより螺環の幅が狭く, 
気房部の装飾が弱い•

4. Lehmaniceras sornayi Collignon.
GK. H962I〔パリーの自然史博物館J. Sornay 

博士の好意による原標本の模型•故Collignon先生 
自筆のラベルがついている〕.

Collignon (1966, p.50, pl.475, fig.1933)によ 
り記載・設立されたしehmanicerasの模式種の完模 
式標本の模型である.属名は自然史博物館のJ. P. 
Lehman博士に献げられており,フランスの著名な 
古生物学者3人の名が並んだ覚えやすい種名である.
本種はへその周りの突起,そこから派生(分岐,一 

部揷入)した肋,外側の肩の突起,外面中央の縦長い 
突起とキール状の高まりで特色づけられ,外観はBar­
roisiceras に似る.しかし縫合線の特徴や類縁の深い 
他の属(Praemunicericeアas や Muniericeras)との 
関係から，全く別系統の Mimiericeratidae科(Des- 
mocerataceae超科)に属する.なお,示準化石種を含 
む重要属のPse优doschloenbachiaは系統上の位置が 
未詳であったが,Desmocerataceaeではないかという 
ことを,私は大英博物館で南アフリカ産の標本を観察 
して気付いていた.このCollignon (1966)の研究 
論文でMuniericeratidaeの末期を代表する属として 
正しく位置づけられた.
日本ではLehmanicerasはまだ報告されていない 

が,Muniericeratidaeのものならんという化石は稀 
ながら認められている(例えば松本ら,1973;Matsu­
moto & Kanie,1979).今後さらに探求すべきであ 
る.

もう1つ言及したいことは,との関係であ 
る.同属は Reeside (1931,p.14)が Barroisiceras 
の亜属として設立した.私はその模式種?耀〇ガfes 
dentatocarinatus Roemer の原標本をボンの大学で 
観察し,これはBarroisiceratinaeからは切り離すべ 
きものであることを記した(Matsumoto, 1969, p.

300).そしてそれが Pseudoschloenbachiaと類を同 
じくするのではないかということも述べた•
今 Lehmaniceras sornayi と Texasia dentato- 

carinataとを比較すると,両者は種差程度の相違は 
あるが,別属とする程の顕著な差は特に見出されない. 
やや些細な点だが,私はア・dentatocarinatusでは, 
側面中央あたりで肋上に突起とまでは言えないとして 
も弱い高まりが認められることを記し,図にも示した 
Matsumoto, 1969, text-figs.1,2).これと同様の 
性状は実は L・の晩期にも認められる•ここ 
に私は，Lehmanicerasは Texasiaのシノニムであ 
り,TexasiaはMuniericeratidaeに入れるべきもの 
であることを指摘したい.

5. Plesiotexanites matsumotoi Klinger et 
Kennedy,

GK. H9622〔南アフリカ博物館SAM-PCP5683の 
模型〕•
石質の感じの石膏模型である.これは実は1977年9 

月に同博物館のH.C・ Klinger博士から私に送られ 
たもので,Klinger & Kennedy(1977, p.98, figs. 
10 A,11)が Protexanites (Anatexanites) sp. aff. 
尸.(4) (Yabe et Shimizu)の仮の同定で報告し, 
意見を求められた.私は手紙で,Plesiotexanitesの性 
質があることを答えた.
最近Klinger & Kennedy (1980)は南アフリカ 

0Texanitinaeについての研究をまとめ立派なモノグ 
ラフを出版したが,その中では,以前の仮の名称を改 
め,Plesiotexanites matsumotoi Klinger et Ken­

nedy の完模式標本として記載・図示している(1980 

a, p.99, figs.79,80A)•原標本の産地はポンドラン 
ド(Pondoland)の Umzamba Estuary の南側,loc. 
!のBed 7で,Umzamba層のサントニアンDとし、 
う層位からである.

この標本は最終半巻は不完全であるが,まだ気房部 
に属し,直径約14cmだから,住房があればかなり大き 
い筈である.事実副模式標本の1つ(BMNH-C19451) 
(K. &K., 1980a, figs. 82,83)はかなり大きく Dは 
20cm余りある.
内の螺環はProtexanitesに似て,片側だけで数え 

て3列の突起しかなく,肩の突起は棘状に延びている. 
このあたりは Plesiotexanitesの模式種 P. kawa- 
sakii (Kawada)の幼殼に似る.しかし次の段階で 
は,側面中央に弱い突起が加わり,4列時期がしばら 
くあり,次いで,D=75皿!あたりで,肩の突起が分れ 
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て,内の強いものと外の弱いものになり,計5列の段 
階にはいる.P. kawasakiiでは4列時期が殆んどな 
<,側面中央に小突起が生じるのとほぼ同時に肩の突 
起も分裂している.しかしこういう点は多くの標本を 
扱った場合には,変異が重なり合ってくる可能性もあ 
り,今後の検討が必要であろう.な公P. hawasahii 
ではへその周りの突起もダブルになっていることがあ 
る.これが明確(？)に岐れて計6列の突起をもったも 
のを Klinger & Kennedy (1980 b)は尸・の新亜 
属 Eutexanites〔模式種は尸.(£) sextuberculatus 
Klinger et Kennedy)としている.もしこれが妥 
当なら,例えばS”ル加/〃cenzs (へその周りのいぼ 
は一列)はMantelliceras (同じいぼは複式が2列) 
の亜属として復活できるのではなかろうか.

6. Submortoniceras woodsi (Spath).

GK. H9623〔南アフリカ博物館SAM. 5451の模 
型〕•

これはKlinger博士の好意で,1979年に英国で 
Symposium on the Ammonoidea があった機会にい 
ただいた.すでに九大にはGK. H9172として同じ標 
本の模型(松本,1961,p.220に表示)があるが,今 
回のはよい出来栄えなので,これも九大に寄贈する.
原標本は,はじめ Mortoniceras woodsi Spath 

(1921,p. 232, pl.21,figs, la-d)として記載した種 
の完模式標本であり,その後この種を模式種として 
Spath (1926, p. 79)が Submortoniceras を設立し 
た.そのように重要な種であるにも拘らず,この標本 
は気房部のみで,たぶん未成年期のものであり,保存 
もよくなく,かつ産出はZululandの Umkwelane 
Hil!のSenonianというのみで,詳しい層位が不明で 
あった.

Klinger & Kennedy (1980 a)は多数の標本に 
基づき詳しく研究し,先述のモノグラフ(p. 242, figs. 
186-199, 200B)に記載している.Spathの原図はあ 
まりよくなかったが,この完模式標本の4方向からの 
図(K. & K.,1980 a, fig. 186A-D)が明示されて 
いる.面白いことには,この幼殻にちょうど合う外の 
螺環の標本もあって,それを仮に組み合わせた“ chi­
mera” の 図 (fig.198)も示されている.

K. & K.の研究によると本種は変異がいちじるし 
<,内の螺環の装飾が強いと言えない迄も明確で,縫 
合線の切れ込みが深く各要素が狭い型のものと,装飾 
が極めて弱く縫合線の切れ込みが浅く各要素が広い型 
のものが区別され，大体地域的にも分れるので亜種を 

分けている.前者がS. woodsi woodsi,後者(False 
Bay地域に多い)が S. woodsi natalenseである. 
このような著しい変異はカリフォルニアのSubmor­
toniceras chicoensis (Trask) について Matsu- 
moto (1959)が詳しく記しているので,その論文が 
引き合いに出されている.但しカリフォルニアの場合 
は亜種は分けずにCt, 8, Tとして記した.

Submortonicerasは南アフリカではサントニアン上 
部からカンパニアン下部にわたって産し,マダガスカ 
ルでカンパニアン下半に多産し,その他北米大西洋岸 
•湾岸だけでなく,太平洋岸でも浅海陸棚相のカンパ 
ニアン下部にはかなりよく産している.わが国では, 
愛媛県仏崎の和泉層群最下部近くに,それらしい断片 
を見たことがあるが,まだ明確な標本を得ていない. 
国際対比上も重要なので,今後の探求が必要である.

なおS〃シZM"切欣属の設立年は,COLLIGNON 
(1948, p.62)の誤(誤植ならん)以来Spath, 1921 
として示されていることが多いが,Reeside (1962, 
p.132)が明示したとおり,Spath, 1926が正しい.
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